
 

 

【はじめに】 協力企業・団体のみなさまへ 

若者の自立に向けたご支援・ご協力のほどをよろしくお願いいたします。 

  サポートステーション（通称：サポステ）とは、働くことに悩みを抱えている15～49歳までの皆 

さまを対象に、就労に向けた支援を行う機関です。「働きたいけど、どうしたらよいのかわからな 

い・・・」、「働きたいけど、自信が持てず一歩を踏み出せない・・・」、「働きたいけど、コミュニケー 

ションが苦手で・・・不安」、「働きたいけど、人間関係のつまずきで退職後、ブランクが長くなってし 

まった・・・」など、働くことに悩みを抱えている15歳～49歳までの方の就労を支援しています。 

 若者が社会につながるきっかけとして、みなさまに社会経験の場や機会を提供いただくことが、 

一歩前進する手助けとなります。是非とも若者の就労・自立のために力をお貸しください。どうぞ 

よろしくお願いいたします。 

             青少年自立援助センター 多摩若者サポートステーション 職員一同 

 

 

 ▼多摩若者サポートステーションの主な事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▼多摩若者サポートステーションの利用者規模・実績 

  福生市/西多摩地域を中心に多くの若者またはそのご家族にご利用いただいております。 

 

 

 

 

 

 

生活改善 

社会参加しながら 

リズムを整える 

就労準備 

職場体験 

就活応援 

ノウハウを学び 

応募する 

就職決定 

フォロー 

アップ 

働くことに悩みを抱えている若者に対し、キャリアコンサルタントをはじめとする様々な

専門家と個別相談をし、解決策を検討していきます。そして就労支援プログラム（コミュニ

ケーション講座、職場見学・体験、適職診断、パソコン講座、ビジネスマナー講座など）を

通して自立、就労に必要な力を身につけます。また就職活動に必要となる情報提供を行い、

就職後は職場定着やステップアップ支援も積極的に行っていきます。 

 

総利用件数 

6,445件 

セミナー他 

参加人数 

4,507人 

新規利用者

276 人 

就職等者 

86 人 

就職定着率

（6か月後） 

92.9％ 

職場体験

人数 

28 人

年 ※２０２１年度 



  【職場体験について】 

▼職場体験とは 

    サポステ利用者が企業·団体へ出向き、普段の仕事を体験させていただくものとなります。体験内容は、 

サポステのスタッフと相談しながら、企業とサポステ利用者のニーズに応じた計画を策定します。 

また、職場体験中は、企業の皆さまにご協力頂きながら、サポステのスタッフも一緒にサポートしていきます。 

    地域の企業様にご協力頂き、実際にその会社で“仕事”の経験をさせて頂きながら、個々の課題に取り組みます。 

・就労経験が乏しい方 

・仕事が長続きしない方 

・何の仕事に向いているか分からない方 

スタッフが利用者と企業間のコーディネートを致しますので、その方に合せた無理のないプログラムを 

実施します。 

※注）職場実習プログラムは雇用を前提としたものではありません。 

    ▼職場実習の仕組み 

     

 

 

 

 

 

 

 

   ▼よくある質問 

    Q.実習期間や作業時間は？  

 A.受入先の都合等を考慮し決定いたします。短い場合は1日程度、長い場合で１週間や１カ月といった 

  期間設定も可能です。時間についても1～３時間、４～６時間など可能です。 

 Ｑ.社内での準備等はあるの？ 

 Ａ.特にございませんが、実習を円滑に進めるために社内周知をお願いしたいと思います。 

 Ｑ.賃金を払う必要は？ 

 Ａ.訓練の一環ですので必要ございません。職場体験中は保険に加入しますので、万が一の時も安心です。 

 Q.実習受け入れ場合は雇用をしなければならないの？ 

 A.実習ですので義務はございません。ただ、雇用に繋がるケースもございますので、状況に応じてご検討 

  いただけると幸いです。 

 ▼アクセス＆お問い合わせ 

東京都福生市志茂183-2 NPO法人青少年自立援助センター第3 2階 
【電車でお越しの方】 

JR青梅線福生駅西口もしくは牛浜駅西口下車徒歩約10分 
【車でお越しの方】 

駐車場はございません。近隣のコインパーキングをご利用下さい 

【自転車でお越しの方】 

所定の駐輪場をご利用下さい 

利用者 

サポ

ステ 

事業者 

連携 

コーディネート 

職場にて実習 

仕事・生活等の指導 

相談 

相談・目標設定 

◆協力事業所にて“仕事”の経験をしながら個々の課題に取り組む、 

 実践的な制度。 

◆利用者と事業所間のコーディネートをサポステスタッフが 

務める。 

◆目標設定→実践→振り返り→目標再設定のサイクルによって 

社会参加のためのきっかけを作り上げて、効果を上げていくこと

を目指す。 

◆期間・内容・時間・利用目的等は個々の状況に応じて設定。 


